
2021（令和 3）年度 通学路白線設置推進委員会 議事録 

 

開催日時：令和 4年 2月 6日(日)  14:00～15:00 

開催場所：中中村集会所 

出 席 者：推進委員：岡本、関、伊久美、大宅、江口、永井、鴈本 

     町内会５役： 

宮﨑（会長）、岡田（副会長）、佐藤（会計）、山浦（上・自治会長）、 

春山（中・自治会長）、鈴木（下・自治会長）、國本（庶務）       ：敬称略 

司  会：岡田（副会長） 

資  料：・「通学路（しまむら⇔小山中学校）白線設置に向けて（案）」 

     ・「通学路（しまむら⇔小山中学校）白線設置の要望書提出に向けてのお願い」 

     ・該当地区の地図数種 

 

１、 挨拶 町内会長 

 コロナ禍で大変な時期ですが、子供の通学路の問題なので皆様にぜひご協力いただきたく、お集まり 

いただきました。実現に向けご協力よろしくお願いします。 

 

２、協議 

（１）今までの経過報告 

 資料の「通学路（しまむら⇔小山中学校）白線設置に向けて（案）」の通り、この道路の道幅が狭い中、 

小山中・小山小の生徒の通学路となっており、重大な交通事故を未然に防ぐために白線設置の要望を 

することとした。 

 市政懇談会にて、小山連合からの要望として提案。市からは、道幅から片側なら設置の可能性がある 

旨回答があった。ただし沿道の住民の同意が必要。（白線を引く事により、駐停車禁止となるため） 

 ５役会で検討。スクールゾーンはハードルが高く、可能性の高い白線設置を推進する方向となった。 

小山中学校との協議でも、学校単体では実現できないので、地域での活動は歓迎するとの意向だった。 

 市（道路部）とも事前に進め方などの確認を行い、「沿線住民の同意が得られれば」という認識だった。 

 今後、道路が中中村地区にあるので、事業推進を中中村の方々中心で進めたいと考えている。 

 

 進め方（案）： 

 ①沿道住民の同意を得る。（中中村）２月中に回覧で情報を提供し、同意の意思を集約する。 

 ②小山中、小山小と連携する。（小山中校長は歓迎） 

 ③沿道住民の同意を得た時点で市に要望書を提出する。（できれば 4月中） 

 ④市（道路部）とも事前に進め方などの確認をする。（12月 8日 道路管理課に確認した） 

 

 組織（案）： 

実施に向け、5役だけでは難しいので、通学路白線設置推進委員会（仮）を立ち上げる。 

  ※今年度だけでは実現しないので、状況に応じ来年も引き続く。 

 （メンバー）町内会５役、防犯活動推進委員（委員長、各自治会から数名）、中中村自治会役員・ＯＢ 

       委員長：今年度は町内会長が行う。（次年度も委員会には残って活動を継続する。） 



 

意見交換： 

 ・沿線住民戸数はいくつか。 ← 40世帯程度。 

 ・次年度要望を提出し、予算化された後、次々年度実施となるのではないか。 

・白線によって危険性が増すことも考えられるので、他の予防処置も併せて考える必要がある。 

 ・同意書は道路の左右から必要か。 ← 両側必要。 ← 一部上中村エリアも含まれる。 

     ⇒ 依頼文書に上中村自治会長名も加える。  

 ・白線はどっちにひくか。 ← 谷側にひきたい。（右岸） 

 ・全世帯必要とした場合、同意得られない場合の対応は。 ← これからの検討課題。 

     ⇒ 同意者数の最低ラインを市に確認する必要がある。 

     ⇒ 説明会を開く必要があると思う。 ← 総会時に案内を配布する手もある。 

     ⇒ いろいろな意見が出ると思われるが、反対する人は少ないのではないか。 

 ・中中村には事業開始を回覧し、沿線の住宅には訪問しお伝えする。（不在時はポスティング） 

 ・同意書集約期限はいつか。 ← 年度内には回収したい。 

 ・集合住宅がある。賃貸住宅の方は対象とするか。 ← 対象としたい。 

 ・まず、町内会長と中中村自治会長とで沿線住民の調査をしながら進めたい。 

 ・町田街道と並行する道路でスクールゾーンの指定をした際は、沿線住民への影響が大きく、困難な 

面があったが、白線であれば、反対する要素はあまりないと思われる。 

 ・カーブ部分は徐行しないと危険なところがある。白線によって危険性が高まる可能性もある。 

 ・通行帯となる部分の下水の蓋が整備不良の所もある。← 付帯事項で合わせて整備してもらう。  

・文面に、「同意書の設置に同意します」の文言に続けて、「早期の設置を要望します」。という文言を 

追加したらどうか。 

併せて、提出時に小学校中学校及び PTA、三郷等の近隣施設等の要望書も準備すれば、強力な要望 

として受け止められるのではないか。 

 ・工事は、年度内の補正予算でやってもらう手もある。 

  次年度の予算案に入れてもらうより早く実現できるのでは。 

  その際、道路の排水の蓋や不要なガードレールの撤去も付帯事業として合わせて実施してもらうの 

が良い。それ以外に、ミラーや速度制限の表示なども条件にするのはどうか。 

 

今後： 

・来週から実地調査で回り始めたい。2月 13日（日）10時に集合して案内も配り始める。 

・組織は今回集合したメンバーで構成したい。 

次年度は次年度の５役が加わる。 

 ・活動開始はホームページへの掲載、回覧により告知する。 

 

 

 以上 


